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問
題
の

所
在

　

中
国
天

台
教
学
の

大
成
者
で

あ
る

天

台
大
師
智
顕
（

五
三

八

ー
五

九
七
）

の

師
で

あ
る

南
岳
慧
思
（
五
一

五

−
五

七

七
）

は
、

『

法
華
経
』

に

基
づ

い

た

実
践
で

あ
る

法
華
三

昧
を
無
相
行

、

そ
の

法
華
三

昧
の

前
方
便
で

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
1

）

あ
る

実
践
を

有
相
行
と

規
定
し

た
。

有
相
行
は

『

法
華
経
』

普
賢
菩
薩

勧
発
品
に

よ
っ

て
、

無
相
行
は

『

法
華
経
』

安
楽
行
品
に

よ
っ

て

規
定

し

た
。

し

か

し

「

法
華
経
』

の

中
で

は
、

こ

れ
ら
の

『

法
華
経
』

に

基

づ

い

た

実
践
に

、

有
相

・

無
相
の

語
は

あ
て

ら

れ
て

い

な
い

。

先
学
の

研
究
に

お
い

て

も
有
相
行
・

無
相
行
に
つ

い

て

論
じ

ら

れ

た

も
の

は

数

多
く
あ
る

が
、

有
相
・

無
相
に
つ

い

て

詳
細
に

究
明
さ

れ

た

も
の

は

な

悟
そ
こ

で

慧
思
の

法
華
三

昧
を

究
明
す
る

に

あ
た

縦

ま

ず
前
方
便

で

あ
る

有
相
行
を
明
ら
か
に

す
る

必

要
が

あ
る

。

　

本
稿
で

は

慧
思
が

何
を
典

拠
に

有

相
と

い

う
概
念
を
援
用

し
、

『

法

華
経
』

の

実
践
に

こ

の

語
を

あ
て

た
の

か
、

ま
た

有
相
と
い

う
概
念
を

慧
思

は

ど

の

よ

う
に

捉
え
て

い

る

の

か

を

究
明

す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

印
度
學
佛
教
學
研
究
第
六

十
二

巻
第
二

号
　
平
成
二

十
六
年
三

月

慧
思
の

有
相
行
と
い

う
実
践
を

明
ら

か

に

し

た
い

。

　
ち

な

み

に

慧
思
は

自
ら
の

著
の

中
で

は
、

有
相

・

有
相
行
に

つ

い

て

詳
細
に

述
べ

て

い

な
い

た

め
、

慧
思
が

援
用
し

た

と

考
え
ら
れ

る

『

大

品

般

若

経
』

（
有
相
・

有
相
行
に

つ

い

て

「

次
第
学
品
」

＝

心
具

万

行

品
」

の

二

品
の

み
が

詳
細
に

説
い

て

い

る

た

め
、

こ

の

二

品
に
よ

り
究
明
し

た
。

）

・

『

大
智

度
論
』

、

ま
た

弟
子
の

智
顕
の

著
や

高
麗
の

諦
観
の

著
し

た

天

台

教

学
の

綱
要
書
で

あ
る

『

天

台
四
教
儀
』

を

参
考
に

有
相
・

有
相
行
に

つ

い

て

究
明
し
た

い
。

一

　
『

大

品
般

若
経
』

　
　
相
行

『

大
智
度

論
』

に

お

け
る

有
相

・

有

　
『

大
品
般
若
経
』

巻
第
七

五

次
第
学
品
に

は
、

　
阿
耨

多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
已
っ

て
、

一

切
衆
生
の

有
相
を
行
ず
る

に
、

当

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　　
ヨ　

　
に

無
所
有
の

中
に

住
せ

し
む
べ

き
な

り
。

と

あ

り
、

一

切
衆
生

が

有
相
を

行

ず
る

こ

と

が

説
か

れ

る
。

さ

ら

に

『

大
品
般
若
経
』

の

釈
文
で

あ

る

『

大

智
度
論
』

に

は
、

一

七
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慧
思
に

お

け
る

有
相
・

有
相
行
に

つ

い

て

（

加
　
藤
）

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
な　

　
一

切
法
の

中
に

於
い

て

有
相
を
生
ぜ
ざ

る
は
、

即
ち

是
れ

修
道
な

り
。

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

つ
ロ　

　

有
相
有
量

な
る

が

故
に

捨
て

て

阿
褥

多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
べ

し
。

と
あ

り
、

見
修
道
に
よ

っ

て
、

一

切
の

対
象
に

対
し

て

有
相
を

生

じ
な

く
な

る

と

説
か

れ
て

い

る
。

つ

ま
り

有
相
と

は
、

仏
教
の

道
理

が

分
か

ら
な

い

見
惑
で

あ

り
、

ま

た

現
前
に

展

開
す
る

事

物
や

現

象
に

執
わ

れ
、

心
を
振

り
ま
わ

さ

れ

る

思

惑
の

こ

と

で

あ
る

。

そ
の

有
相
有
量
を

捨
て

る
こ

と

に

よ
っ

て

阿
耨

多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
る
と

説
か

れ

て

い

る
。

『

大

品

般

若
経
』

巻
第
七

六
一

心

具
万

行
品
に

は
、

「

諸
の

相
を

得
る

者
は

、

道
あ

る

こ

と

な
く
果
あ

る
こ

と

な

く
、

阿

耨

多
羅

三

藐
三

菩
提
あ
る

こ

と

な

し
」

と
。

須
菩
提、

仏

に

白
し

て

言
さ

く、

「

世

尊
よ

、

相

を
得
る
こ

と

無
き

者
は
、

道
あ
り
果
あ

り
、

阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩

提
有
り
や

不

や
」

と
。

「

須
菩
提
よ

、

無
所
得

は

す
な
わ

ち

是
れ

道
、

す
な

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ヨ　

わ

ち

是
れ

果、

す
な
わ

ち
是

れ

阿
耨

多
羅
三

藐
三

菩
提
な

り
。

…
」

と
。

と

あ
り

、

同
じ

く
『

大
品
般

若
経
』

巻
第
七

六
一

心

具
万
行
に

、

　

菩
薩
摩
訶
薩
は、

無
相
の

法
の

中
に

能
く
般
若
波
羅
蜜
を

具

足

翆

と

あ
り

、

有
相
を

断
じ

無
相
を

得
る

こ

と

が

阿
耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
で

あ
り

、

般
若
波
羅
蜜
を

具
足
す
る
こ

と

で

あ
る

と

説
か

れ

る
。

　

ま

た

『

大
品
般
若
経
』

巻
第
七
五

次
第
学
品
に

、

　

菩
薩
摩
訶
薩
の

行
ず
る

所
の

次
第
行
・

次
第
学
・

次
第
道
と

は
、

過
去
の

諸

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

お　

　
の

菩
薩
摩
訶
薩
の

行
ず
る

所
の

道
、

阿

耨
多
羅
三

藐
三

菩
提
を

得
る

が

如
し

。

と

あ
り

、

ま
た

『

大
智
度
論
』

巻
第
八

七

に

は
、

一

八

　
諸
法
は

空

に

し

て

解
し

難
し

と

雖
も

、

次
第
に

行
じ

、

力
を

得
る

が

故
に

、

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　　

　
能
く
成
就
す
る

こ

と

を
得

。

と

あ
り、

次

第
に

段
階
的
に

有
相
を
対
治

す
る
こ

と

に

よ

り
、

阿
耨

多

羅
三

藐
三

菩
提
や

諸
法
を
空
と

観
ず
る

般

若
波
羅
蜜

、

つ

ま

り
無
相
を

得
る

と

さ

れ

る
。

し

か

し
「

大
品
般
若
経
』

『

大
智
度

論
』

に

お
い

て

は
、

そ
の

実
践

を

有
相
行
・

無
相
行
と

は

規
定
し
て

い

な
い

。

二

　
慧
思
に

お

け
る
有

相
・

有
相

行

慧
思

は

自
ら
の

著
で

あ
る

つ

い

て
、

『

法
華
経

安
楽
行
義
』

の

中
で

有
相
行
に

ま
た

次
に

有
相
行
は

、

こ

れ
は

こ

れ

普
賢
勧
発
品
の

中、

「

『

法
華
経
』

を

誦

す
に

、

散
心

に

精
進

す
」

と
。

是
の

如
き
儀
の

人、

禅
定
を

修
せ

ず
、

三

昧

に

入
ら

ず
。

若
し

は

坐
し
、

若
し
は

立

ち、

若
し

は

行
ず
る
に
、

一

心
に

専

ら

法
華
の

文
字
を

念

じ
て
、

精
進
し
て

臥
せ

ず
。

頭

然
を

救
う
が

如
し

。

是

　

　
　
　
　

　
　
（

10）

れ

文
字
の

有
相
行
な

り
。

と

あ
り、

有

相
行
は

あ
ら
ゆ
る

場
面
に

お
い

て
、

専
ら

『

法
華
経
』

を

受
持
し

、

読
誦
す
る

実
践
で

あ
り

、

禅

定
や
三

昧
の

状
態
に

入
る

実

践

で

は

な
い

と

説
く
。

同
じ
く

『

法
華
経

安
楽
行
義
』

に
、

　
一

地
一

地

に

至
ら

ざ
る

は
、

是
れ
利
根
の

菩
薩
の

正

直
に

方
便
を
捨
て

て
、

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
〔
11
）

　

次
第
の

行
を
修
せ

ず
。

若
し

法
華
三

昧
を
証
す
れ
ば

、

衆
果
悉
く
具

足

す
。

と

あ

り
、

法
華
三

昧
の

実
践

、

つ

ま
り
無

相
行
を

不
次
第
の

行
で

あ
る

と

し

て

い

る
。

ま
た

そ
の

こ

と

か

ら
慧
思
は

、

法

華
三

昧
の

前
方
便
で

一 546 一
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あ
る

有
相
行
を

次
第
の

行
で

あ
る

と

し
て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

　
こ

の

よ

う
に

慧
思
は

無
根
行
を

不
次

第
行
と

規
定
し
て
い

る
こ

と

か

ら
、

『

大
品

般
若
経
』

『

大

智
度
論
』

と

慧
思
の

概
念
規
定
に

違
い

が

見

ら
れ

る
。

こ

れ
に
つ

い

て

は
、

『

続
葛
僧

伝
隔

巻
第
十
七

に

智
簽
が

慧

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（

12
）

思
に

代
わ
っ

て

『

大
品
般

若
経
』

を
代
講
し

た

時
の

話
が

あ
る

。

智

顕

は

文
を

追
っ

て

釈
し

、

講
義
し
た

の

で

あ
る

が
、

「

一

心

具
万

行
品
」

の

処
に

至
っ

て
、

疑
問

を

も
っ

た
。

「

次

第
行
品
」

に

お
い

て
、

十
地

を

次
第
に

行
じ

、

次
第
に

学
ぶ

次
第
道
が

説
か
れ
て

い

る

が
、

そ
の

直

後
の

＝

心
具
万

行
品
」

に

よ
っ

て
一

心
一

念
に

万

行
を
具

す
と

説
か

れ
て
い

る
こ

と
に

疑
問
を

も
っ

た
。

こ

れ

に

離
し
て

慧
思
は

、

一

心
具

万
行
と

あ
っ

て

も
、

「

大
品
般
若
経
』

を
講

義
す
る

立

場
に

お
い

て

は
、

大
品
次
第
の

意
に

解
す
べ

き
で

あ
っ

て
、

法
華
円
頓
の

意
に

解
し
て

は

な
ら

な
い

と

述
べ

て

い

る
。

し

か

し

慧
思
は

、

自
ら

の

実
践
体
系
を

築

く
に

あ
た
っ

て

は
、

法
華
三

昧
の

境
地
は

般

若
空

観
の

境
地
を
超
越
し

た
も
の

で

あ
る

と
し

、

『

大
品
般
若
経
』

『

大
智
度
論
』

の

有
相
・

無
相

の

概
念
を

援
用
し
つ

つ

も
、

有
相
行
を
次
第
の

行
、

無
相
行
を

法
華
円

頓
の

不
次
第
の

行
と

規

定
し
た

。

　

ま
た

慧
思
が

有

絹
行
を

、

一

心
に

『

法
華
経
』

を

受
持
・

読
誦
す
る

行
で

あ
る

と

規
定
し

た
の

は
、

慧
思
は

出
家
後
の

十
年
聞
は

常
に

『

法

華
経
』

等
の

読
誦
に

専
念
し

、

そ
の

後
坐
禅
へ

と

向
か
い

三

カ

月
の

実

践
の

後
に

法
華
三

昧
を

悟
っ

た
こ

と

か

ら
、

法
華
三

昧
の

前
方
便
と

し

て
一

心
に

『

法
華
経
』

を

受
持

・

読
誦
す
る

実
践
を

有
相
行
と

規
定
し

慧
思
に

お

け
る

有
相
・

有
相
行
に

つ

い

て

（

加
　
藤）

　

　
　
　

　

（
13V

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　

こ

の

よ

う
に

慧

思
は

、

有

相
に
つ

い

て

『

大
贔
般

若
経
鰍

『

大

智
度

論
』

に

よ
っ

て

援
用
し

た

の

で

あ
る

が
、

こ

れ

ら
二

経
に

は

有
相
行
と

い

う
実
践
に
つ

い

て

は

詳
し

く
述
べ

ら

れ

て

い

な
い

。

慧

思
も
自

身
の

著
作
に

お
い

て

有
相
に
つ

い

て

詳
細
に

述
べ

て

い

な
い

の

で
、

慧
思
の

弟
子
で

あ
る

智
顎
の

著
作
で

あ
る

『

摩
詞
ぬ
観
』

や
、

高
麗
の

諦
観
の

著
し

た

天
台
教
学
の

綱

要
書
で

あ
る

『

天

台
四

教
儀
』

よ

鞍
有
相
行
に

つ

い

て

究
明
し

た
い

。

　

智
顕
の

著
で

あ

る

『

摩
訶
止

観
』

巻
第
二

に
は

、

南
岳
師
の

い

わ

く
、

「

有
相
の

安
楽
行

、

無
絹
の

安
楽
行
」

と
、

あ

に

事
・

理
に
つ

い

て
、

か

く
の

ご

と

き

名
を

得
る
に

あ
ら

ず
や

、

特
に

こ

れ

行
人
が

事
に

渉
っ

て

大
根
の

懺
を

修
し

て

牾
入
の

弄
引
と

な
す
が
故
に

有
相
と

名
づ

曾
と

あ
り

、

有
相
行
と

は
、

事
と
い

う
現
前
に

展
開
す
る
一

切
の

対
象
に

執
著
し

て

い

る

現
状
を

懺
悔
す
る

、

悟
り
に

入
る

方
便
の

実
践
で

あ
る

と

説
か

れ
て
い

る
。

こ

の

事
の

懺
悔
に

つ

い

て
『

天

台
四

教
儀
隔

に

は
、

五

悔
と

言

う
は
二

有
り

、

一

つ

は

理
、

二

つ

は

事
な

り
。

…

事
懴
と

言
う
は

、

昼
夜
六

時
に

三

業
を

清
浄
に

し
て

、

尊
像
に

対
し
て

過

罪
を
披
陳
す

。

無

始

よ

り
巳

来
、

今
身
に

至
る

ま
で
、

凡

そ

造
作
す
る

所
の

殺
父
・

殺
母
・

殺

阿

羅
漢
・

破
和
合
僧
・

出
仏
身
血、

邪

淫
・

偸
盗
・

妄
言
・

綺
語
・

両
舌
・

悪

口
・

禽
・

瞋
・

癡
等
の

鮭
の

如
き
五

逆
・

十
悪
及
び

余
の
一

切
を

意
に
随
っ

て

登
露
し

、

更
に

覆

蔵
せ

ず
、

ふ

る

き

を

畢
え

て

薪
し

き

を

造
ら
ざ
る

な

り
。

若
し

是
の

如
く
な
れ

ば

則
ち
外
障
漸
く

除
き

、

内
観
は

増
ま
す
明
ら
か

一

九
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慧
思
に
お
け
る

有
相
・

有
相

行
に

つ

い

て

（
加

　
藤
）

　
　
（

15）

　
な

り
。

と

あ

り
、

仏
道
の

妨
げ
を

除
く
た

め

に

五

悔
（

懺
悔
・

勧
請
・

随
喜
・

廻

向
・

発
願
）

を

修
す
る

こ

と

が

説
か

れ

て

い

る
。

こ

の

五

悔
に

は
、

事

懺
と

理
懺
が

説
か

れ
る

。

先
に

有
相
行
に

あ
て

ら

れ

て

い

た

事
懺
と

は

身
・

口
・

意
の

三

業
の

行
い

を

清
め

る

た

め

に
、

尊

像
に

対
し

て

自
ら

の

罪
過
を
告
白
す
る

こ

と

と

説
か

れ

る
。

そ
し

て
、

懺
悔
を

す
る
こ

と

に
よ

り
、

眼

前
に

展
開
す
る

仏
道
修
行
の

妨
げ
と

な

る
一

切
の

対
象
に

対
し
て

、

心
が

振
り
回
さ
れ

る

こ

と

が

な

く
な
り

、

五

逆
・

十

悪
を

行

う
こ

と

が

な
く
な
る

と

さ
れ

る
。

同
じ

く
「

天
台
四

教
儀
』

に

は
、

　
是
れ

を
五

悔
と

為
す

。

下
去
の

諸
位

、

直
に

等
覚
に

至

る

ま
で

総

じ
て

五

悔

　
　

（
16）

　
を
用
ゆ

。

と

あ
り、

五

悔
は

円
教
の

行
位
で

あ
る

五

品

弟
子
位
の

第
一

随
喜
品
に

お
い

て

説

か

れ

る
の

で

あ
る

が
、

五

悔
は

等

覚
の

位
に

至
る

ま
で

、

ど

の

境

位
に

お
い

て

も

修
め

ら

れ

る

こ

と

が

説
か

れ

る
。

ま
た

慧
思

の

『

法
華

経
安
楽
行
義
』

に

は
、

　
復
た

十
方
三

世
の

諸

仏
を

見
て
、

至

心
に

懺
悔
し、

諸
仏
の

前
に

在
っ

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
レワ

　
五

体
を
地
に

投
じ

、

起
き
て

合
掌
し
て

立

ち
、

三

種
の

陀
羅
尼
を
得

。

と

あ
り

、

懺
悔
に

よ
っ

て

有
相
行
を

修
す
る

こ

と

に

よ
っ

て

得
ら

れ

る

境
地
で

あ
る

三

陀
羅

尼
が

得
ら

れ
る

と

あ
る

。

先
の

『

天

台
四

教

儀
』

の
一

文
や

、

慧
思
が

有
相
行
の

実
践
と

し

て
、

『

法

華
経
』

を

読
誦

す

る

こ

と
を

強
調
し

て
い

る

こ

と

か

ら
、

有
相
行
と

い

う
実

践
は

、

『

法

華
経
』

を

受
持
・

読
誦
す
る
こ

と

を

中
心
と

し

て

い

る

が
、

経
典
読
誦

二

〇

と
と

も
に

常
に

仏
に

対
し
て

罪
過
を

告
白
す
る

懺
悔

を
実
践

し
て

い

く

こ

と

を

重
視
し
て

い

る
こ

と

が

分
か

る
。

　
つ

ま

り
有
相

行
と

は
、

『

法
華
経
』

の

受
持
・

読
誦
や

懺

悔
を

次
第

に

段
階

的
に

実

践
す
る
こ

と
で

、

仏

教
の

道

理
が

分
か
ら

な
い

見
惑

や
、

現
前
に

展

開

す
る

事
物
や

現
象
に

執
わ

れ
、

心

を
振

り
ま

わ
さ
れ

る

思
惑
を
対
治
し

、

身
・

口
・

意
の

三

業
を
清
め

、

五

悪
・

十

業
を
行

わ
せ

な
い

よ

う
に

さ
せ

、

仏
へ

の

信
を

強
め

、

よ

り
一

層
仏

道

修
行
を

邁
進
さ
せ

る

実
践
で

あ
る

。

結

論

　
『

大
品
般
若
経
』

『

大
智
度
論
』

に

お

け
る

有
相
と

は
、

現
前
に

展
開

す
る

仏

道
修
行
の

妨
げ

と

な
る
一

切
の

対

象
の

こ

と

で

あ
り

、

ま

た

仏

教
の

道
理
が

分
か

ら

な
い

見
惑

、

現
前
に

展
開
す
る
一

切
の

対
象
に

執

著
し

て

心
を
振

り
ま

わ

さ

れ

る

思
惑
の

こ

と
で

あ

る
。

　

慧
思

は
、

『

大
品
般
若
経
』

『

大
智
度
論
』

に

説
く

有
相
・

無
相
の

概

念
を

援
用
し

て
、

自
ら
の

実
践
を

体
系
づ

け
た

。

し

か

し

慧
思
は

、

自

ら

の

実
践
体
系
を

築
く

に

あ
た
っ

て

は
、

法
華
三

昧
の

境
地
は

般
若
空

観
の

境
地

を

超
越

し

た

も
の

で

あ
る

と

し
、

先
の

二

経
の

有
相
・

無
相

の

概
念
を

援
用

し
つ

つ

も
、

二

経
の

よ

う
に

有
相
を

対
治
し
て

無
相
を

得
る

実
践
を
次

第
の

行
と

し

て

捉
え
て

い

な
い

。

慧
思
は

有
相
行
と

無

相
行
と
い

う
二

つ

の

実

践

に

分
け

、

有
相

行
を

次

第
の

行
、

無
相
行
を

法
華
円
頓
の

立

場
で

不
次

第
の

行
と

規
定
し

た
。
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つ

ま
り
慧
思
の

説
く
有
相
行
と

は
、

専
ら

『

法
華
経
』

の

受
持
・

読

誦

す
る

実
践

で

あ
り

、

そ

れ

と

と

も
に

常
に

仏
に

対
し
て

罪

過

を

告
白

す
る

懺
悔
を
行

ず
る

実
践
で

あ
り

、

そ

れ

ら

を

次
第
に

段
階

的

に

実

践

す
る

こ

と

で

有
相
で

あ
る
一

切
の

対

象
や
、

そ

れ
ら

の

対

象
に

心
を
振

り
ま

わ

さ

れ

る

見
思

惑
を
対
治
し

、

身
・

口
・

意
の

三

業
を
清
め

、

五

逆
・

十

悪
業
を

行
わ

せ

な
い

よ

う
に

す
る

、

仏

道
修
行
の

初
期
段
階
で

行
じ

ら

れ

る

法
華
三

昧
の

方
便
の

実
践
で

あ
る

。

1
　
『

隋
天

台
智
者
大
師

別
伝
』

（
大
五

〇
・
一

九
二

a
）

。

2
　
慧
思

の

有
相
行
・

無
相
行
に
つ

い

て

述
べ

ら

れ

る

先
学
の

研
究
と

し

　

て
、

安
藤
俊
雄
「

慧
思
の

法
華
思

想
」

（

『

山

口

博
士

還
暦
記

念

印
度
学

　

仏

教
学
論
叢
』

所
収

、

一

九

五

五

年
、

法
蔵
館）
、

横
超

慧

日
「

南
岳
慧

　

思
の

法
華
三

昧
」

（
『

法

華
思

想
の

研

究
』

所
収、

一

九
七

五

年、

平
楽
寺

　

書

店）
、

新
田
雅

章
『

天

台
実
相
論
の

研
究
』

（

］

九

八
一

年
、

平

楽
寺
書

　

店
）

、

佐
藤
哲
英
『

続

天

台
大
師
の

研
究
』

（
一

九
八
皿

年、

百
華
苑）
、

　

大

野
榮
人

『

天

台
止

観
成

立

史
の

研

究
』

（
一

九
九
四

年
、

法
蔵
館）

、

菅

　

野

博
史
「

慧
思
『

法
華
経
安
楽
行
義
』

の

研
究
（

こ
」

（
『

東
洋
学
術
研

究
』

　

第

四

十

三

巻
第
二

号
、

二

〇

〇

四

年
）

、

鶴
田

大

吾

「

『

法
華
経
安

楽
行

　

義
』

の

無

相
行
と

有
相
行
の

再
考
」

（
『

東
ア

ジ

ア

仏

教
研
究
』

五

号
、

　
二

〇
〇

七

年）
、

拙
稿
「

慧

思
の

有
相
行
に
つ

い

て
」

（
『

曹
洞

宗
研
究
員

　

紀
要
』

第
四
二

号
、

二

〇
一

二

年）
、

拙
稿
「

慧
思
に

お
け
る

四

事
供
養

　
に

つ

い

て
」

（

『

東
海
仏
教
』

第
五
八

輯、

二

〇

＝
二

年）
、

等
が

あ
る

。

3
　
『

大
品

般
若
経
』

巻
第
七

五

（
大
八

⊥
二

八

四

b
）

。

4
　
『

大
智
度
論
』

巻
第
八

六

（
大
二

五
・

六

六
五

b
）

。

5
　
『

大
智
度
論
』

巻
第
八

六

（
大
二

五
・

六

六
六
a
）

。

慧
思
に

お

け
る
有
相
・

有
相
行
に

つ

い

て
（
加
　
藤
）

6
　
『

大
品

般
若
経
』

巻

第
七

六

（

大
八
・

三

八
⊥

ハ

b
）

。

7
　
『

大
品

般
若
経
』

巻

第
七

六

（

大
八
・

三

八
九
c

）

。

8
　
『

大
品
般

若
経
』

巻

第
七
五

（

大
八

二
二

八
四
c
）

。

9
　
『

大
智

度
論
』

巻
第
八

七

（
大
二

五
・

六

六
九
a
）

。

10
　
『

法
華
経
安
楽
行
義
』

（

大
四
六
・

七

〇

〇
alb

）
。

11
　
『

法
華
経
安
楽
行
義
』

（

大
四

六
・

六
九

八
c

）

。

12

「

汝
が

向
き

に

疑
う
所
は

、

此
れ

す
な
わ
ち
大
品
次

第
の

意
の

み
。

未

　

だ

是
れ

法
華
円
頓
の

旨
に

あ
ら

ざ

る

な
り

。

吾

む
か

し

夏
中
に

苦
節
し

　

て

此

れ

を

思

う
。

後
夜
の
一

念
、

頓
か

に

諸

法

を

発
こ

し

て
、

吾
既
に

　

身

証

し

て

疑

を

致

す

を

労

せ

ず
。

」

『

続

高

僧
伝
」

巻

第

十

七
（

大

　

五

〇
・

五

六
三

b
）

D

13
　
「

時
に

、

慧
思

禅
師
あ

り
。

武

津
の

人

な

り
。

名
は

嵩
嶺
よ

り
も

高
く

、

　

行
は

伊

洛
よ

り
も

深
し

。

十
年

常
誦

、

七

載
方

等
、

九

旬
常
坐
し、

一

　

時
に

円
証
す

。

」

『

隋
天
台
智
者
大

師
別
伝
』

（

大
五

〇
・
→

九
一

c
）

。

　

ま

た
、

「

修
行
の

方
法
を

有

相
行
と

無
相
行
に

分
け
た
の

は
、

北

朝
の

仏

　

教

界
が

読
誦
と

坐

禅
の

み
を

重
ん

じ

た
こ

と
、

智
度
論
巻
四

十
一

な

ど

　

に

も

菩
薩
に

は

誦
経
と

坐

禅
と

の

二

種
あ
り
と

い

っ

て

い

る

こ

と

等
に

　

関

係
が
あ
る

。

」

（
横
超
慧
日

『

法
華
思
想
の

研
究
』

二

七
八

頁
、

一

九
七
一

　

年
、

平
楽
寺
書

店）
。

14
　
『

摩
訶
止
観
』

巻
第
二

上

（
大
四

六
・
一

四
a

）

。

15
　
『

天

台
四
教
儀
』

（

大
四
六
・

七

七

九
a
）

。

16
　
『

天
台
四
教
儀
』

（

大
四
六
・

七

七
九

b
）

。

17
　
「

法
華
経
安
楽
行
義
』

（

大
四
六
・

七

〇

〇
b

）

。

〈

キ

ー
ワ

ー
ド

〉

　
慧
思
、

有
相

、

有
相
行、

『

法
華
経
』

、

中
国
天

台

　
　
（

愛
知
学
院
大

学
大

学
院

研
究
員
）

二
】
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